
広告 広告

【
申
告
が
必
要
な
人
】

平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
次
の
人

た
だ
し
、
確
定
申
告
す
る
人
・

勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
る
人
を
除
き
ま

す
。①

平
成
２６
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人②

同
２６
年
中
に
所
得
が
な
く
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
住
む
親
族
の
税
法
上

の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

▼
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
な
ど

【
申
告
場
所
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
申
告
が
必
要
な
人
】

①
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
年
間
収
入
金
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
収

入
が
あ
る

▼
給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所

得
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る

②
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の
み

で
、
所
得
金
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
人

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合

は
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
市
・
府
民
税
の
申
告

や
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

は
必
要
で
す
。

③
①
・
②
以
外
で
各
種
の
所
得

合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人
な
ど

【
申
告
場
所
】

▼
宇
治
税
務
署
（
宇
治
市
大
久

保
町
井
ノ
尻
６０
・
３
）

▼
税
務
署
の
出
張
申
告
会
場

次
の
と
お
り
、
税
務
署
が
出
張

申
告
会
場
を
設
け
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
６
日
㈮
・
９
日

㈪
時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

た
だ
し
、
土
地
・
建
物
・
株
式

な
ど
を
売
却
し
た
場
合
や
、
贈
与

税
・
相
続
税
の
申
告
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
与
所
得
・
雑
所
得
・

青
色
申
告
以
外
の
収
支
内
訳
書
が

作
成
済
み
の
農
業
所
得
の
確
定
申

告
は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
印
鑑

▼
給
与
・
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票

▼
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書

▼
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払
金

額
が
分
か
る
も
の

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
、
医
療
費
の
明
細
書

＜ 2＞＜ 3＞ 平成27年（2015年）1月1日平成27年（2015年）1月1日

市
・
府
民
税
申
告
と
確
定
申
告
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
申
告

が
必
要
な
人
は
早
め
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、２
月
１
日
発
行
の「
市

税
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
＝
２
月
１６
日
㈪
～
３
月

１６
日
㈪

問
合
せ
先
＝
▼
市
・
府
民
税
申

告
に
関
す
る
こ
と
…
税
務
課
（
☎

６４
・
１
３
１
７
）
▼
確
定
申
告
に
関

す
る
こ
と
…
宇
治
税
務
署
（
☎
４４
・

４
１
４
１
）

市
は
、１
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
「
確
定
申
告
用
納
付
済
確
認
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。

平
成
２６
年
中
に
納
付
し
た
保
険
税（
料
）

は
、
同
年
分
の
確
定
申
告
や
市
・
府
民
税

の
申
告
の
と
き
に
、
費
用
を
負
担
し
た
人

の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
で
き
ま

す
。
な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

で
納
付
し
た
場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
で
き
る
の
は
年
金
受
給
者
本
人

の
み
で
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と
…
国
保

医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
３
２
、
☎
６４
・

１
３
７
４
）
▼
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

…
高
齢
介
護
課
（
☎ 

６４
・
１
３
７
３
）

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
・
け
が
で
重
い

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２０
歳
に
な
っ

た
ら
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、

勤
務
先
で
厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料（
平
成
２６
年
度
）

＝
月
額
１
万
５
千
２
５
０
円

手
続
先
＝
▼
学
生
・
自
営
業
者
な

ど
…
市
役
所
・
年
金
事
務
所
▼
会
社

員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者

…
会
社
員
・
公
務
員
の
勤
務
先

納
付
方
法
＝
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
・

電
子
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
納
付
猶
予
・
免
除
も
】

学
生
な
ど
収
入
が
少
な
く
保
険
料

を
納
付
で
き
な
い
人
に
は
、
納
付
猶

予
・
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、老
齢
・

障
害
年
金
が
受
給
で
き
な
か
っ
た

り
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
国
保
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
特
別
徴
収
で
納
付
す
る
と
、
４
・
６
・
８

月
も
２
月
と
同
額
を
特
別
徴
収
し
ま
す
。
た

だ
し
６
・
８
月
は
調
整
月
の
た
め
、
徴
収
額

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
４
月

以
降
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

国
保
税
＝
▼
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
▼
世

帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
６５
～
７４
歳
▼
年

額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
、
国
保
税

と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引
き
の
対

象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

世
帯
主
が
平
成
２７
年
４
月
か
ら
同
２８
年
３

月
末
ま
で
に
７５
歳
に
な
る
場
合
を
除
き
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
▼
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
▼
年
額
１８
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引
き
の
対

象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

◆
口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま
す
◆

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法
＝
①
市
内
の
指
定
金
融
機
関
に

通
帳
・
印
鑑
・
保
険
証
を
持
参
し
、
口
座
振

替
依
頼
書
を
提
出
②
国
保
医
療
課
に
同
依
頼

書
の
控
え
・
保
険
証
を
持
参

１
月
３０
日
㈮
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
４
月

分
か
ら
特
別
徴
収
を
中
止
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
３
２
、
☎
６４
・

１
３
７
４
）

市
・
教
育
委
員
会
は
、
平
成

２７
年
４
月
以
降
に
採
用
す
る
臨

時
職
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
は
、
市
役
所

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。募

集
職
種
＝
下
表
の
と
お
り

受
付
期
間
＝
１
月
１３
日
㈫
～

２３
日
㈮
（
正
午
～
午
後
１
時
、

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
）

採
用
＝
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
名
簿
（
有
効
期
限
は
平
成
２８

年
３
月
３１
日
）
に
登
載
し
、
欠

員
が
あ
っ
た
と
き
に
申
込
書

類
・
面
談
結
果
な
ど
で
選
考
し

ま
す

市
は
１
月
か
ら
、
妊
娠
し
て
も

赤
ち
ゃ
ん
が
育
た
な
い「
不
育
症
」

の
治
療
費
の
一
部
助
成
を
始
め
ま

す
。ま

た
、
不
妊
治
療
の
助
成
対
象

を
拡
大
し
、
男
性
の
不
妊
治
療
に

も
新
た
に
助
成
し
ま
す
。

平
成
２６
年
１０
月
１
日
以
降
の
不

育
症
・
男
性
不
妊
治
療
分
か
ら
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
夫
婦

▼
府
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
間
に
不

育
・
不
妊
治
療
を
受
け
た

▼
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る

【
新
た
に
対
象
と
な
る
治
療
】

不
育
治
療
＝
保
険
適
用
の
検

査
・
治
療

男
性
不
妊
治
療
＝
精
巣
内
精
子

生
検
採
取
法
・
精
巣
上
体
内
精
子

吸
引
法
な
ど
に
よ
る
手
術

な
お
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

に
は
府
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
事
実
上
婚
姻
関
係
に

あ
る
男
女
は
、保
険
適
用
の
検
査
・

治
療
分
の
み
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
（
☎
６４
・

１
３
７
７
）

市
・
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
採

用
す
る
正
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

市
民
の
た
め
に
考
え
行
動
で
き
る
、
熱
意
と

使
命
感
あ
ふ
れ
る
人
を
求
め
ま
す
。
京
田
辺
市

の
未
来
を
切
り
拓
き
ま
せ
ん
か
。

募
集
職
種
・
資
格
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
確
認
し
、
申
込
書

を
書
い
て
、写
真
（
申
込
前
６
カ
月
以
内
撮
影
、

正
面
・
脱
帽
・
上
半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
り
、
必
要
な
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え

て
、
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い

郵
送
・
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

採
用
日
＝
４
月
１
日

市
は
、
仕
事
な
ど
で
家
庭
で

の
保
育
が
難
し
い
と
き
に
病
気

の
子
ど
も
を
預
か
る
病
児
保
育

を
、
１
月
１６
日
㈮
か
ら
新
た
に

近
鉄
新
田
辺
駅
前
の
田
辺
中
央

病
院
（
や
す
ら
ぎ
保
育
園
）
に

委
託
し
ま
す
。

市
内
で
病
児
保
育
を
行
う
施

設
は
、
浜
口
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
加
え
２
カ
所
目
と
な
り
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

対
象
・
利
用
日
な
ど
＝
下
表

の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

市
で
は
、
今
後
の
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
重

視
し
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

環
境
保
全
性
＝
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

削
減
が
で
き
る
か

資
源
循
環
性
＝
焼
却
に
伴
う
熱
を
、
発
電

な
ど
に
有
効
利
用
で
き
る
か

安
定
稼
働
性
＝
長
期
間
に
わ
た
り
、
ご
み

を
確
実
に
安
定
し
て
処
理
で
き
る
か

経
済
性
＝
建
設
・
維
持
管
理
費
な
ど
の
削

減
が
で
き
る
か

検
討
の
過
程
で
は
、
ご
み
減
量
化
推
進
審

議
会
に
意
見
を
求
め
、
市
単
独
で
の
処
理
に

比
べ
、
広
域
処
理
を
行
う
方
が
優
位
性
が
高

い
と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し

た
内
容
を
含
め
た
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
構
想
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
過
を
基
に
、
１２
月
１９
日
に
は

石
井
明
三
市
長
と
枚
方
市
の
竹
内
脩
市
長

が
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
と
枚
方

市
の
穂
谷
川
清
掃
工
場
第
３
プ
ラ
ン
ト
の
建

て
替
え
方
針
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。協

議
の
中
で
両
市
長
は
、
可
燃
ご
み
の
処

理
を
共
同
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま
た
今

回
の
建
設
地
は
本
市
の
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

甘
南
備
園
と
し
、
次
回
の
更
新
時
に
は
枚
方

市
の
東
部
清
掃
工
場
用
地
に
建
設
す
る
こ
と

に
合
意
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・
１
２
８
８
）


